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第
百
九
十
五 

  
 

日
米
経
済
戦
争 

   
 
 
 
 

一 
  

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
モ
デ
ル
１
５
５
の
一
号
機
が
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
藤
沢
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
た
の
は
七
一
年
二
月
だ
っ
た
。
こ

れ
は
東
京
・
千
鳥
町
の
Ｃ
Ｅ
ス
ク
ー
ル
に
設
置
さ
れ
、
社
内
外
の
技

術
者
教
育
に
用
い
ら
れ
た
。
次
い
で
同
年
十
一
月
に
モ
デ
ル
１
５
５

―
Ⅱ
の
一
号
機
が
日
本
郵
船
に
出
荷
さ
れ
た
。 

 

こ
の
と
き
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
間
で
は
繊
維
摩
擦
が
起
こ
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
繊
維
産
業
な
い
し
繊
維
製
品
の
新
し
い
国
際
的
な
規

律
づ
く
り
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
二
十
五
年
を
経
て
「
経
済
大
国
」

に
成
り
上
が
っ
た
日
本
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
を
通
じ
て
相
対
的
に
経
済
力
を
低
下
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
が
仕
掛

け
た
戦
争
に
等
し
か
っ
た
。 

 

こ
れ
以
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
日
本
製
の
鉄
、
造
船
、
家
電
製
品
、

自
動
車
、
半
導
体
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
々
を
槍
玉
に
あ
げ

て
い
く
。
以
後
一
九
九
一
年
の
日
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
合
意
ま
で
二
十

年
に
お
よ
ぶ
日
米
経
済
戦
争
が
始
ま
っ
た
。 

 

そ
も
そ
も
繊
維
産
業
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
に
か

け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
戦
略
を
担

っ
て
い
た
。
植
民
地
を
め
ぐ
る
戦
争
の
多
く
は
、
原
料
と
市
場
の
確

保
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

第
一
次
大
戦
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
地
宗
主
国
が
疲
弊
し
た

間
隙
を
縫
っ
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
台
頭
し
、
そ
の
両
国
が
太
平
洋

を
舞
台
に
戦
っ
た
第
二
次
大
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
を
き
っ
か
け
に
日
本

の
繊
維
産
業
は
再
び
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

だ
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
の
繊
維
産
業
は
、
帝
国
主
義
的
経

済
の
戦
略
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

と
比
べ
て
低
廉
な
労
働
力
と
弛
ま
ざ
る
企
業
努
力
の
結
果
に
他
な
ら

ず
、
加
え
て
繊
維
メ
ー
カ
ー
は
家
内
工
業
的
な
中
小
企
業
に
支
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
目
く
じ
ら
を
立
て
て
ね
じ
込

ん
で
く
る
必
要
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
に
等
し
い
。 

 

―
―
何
を
言
い
や
が
る
。 

 

と
い
う
の
が
、
当
時
の
通
産
省
の
本
音
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

つ
と
め
て
政
治
的
な
思
惑
に
基
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領

に
な
る
に
は
、
南
部
の
支
持
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
だ
。
少
な
く
と

も
ニ
ク
ソ
ン
が
民
主
党
の
マ
ク
ガ
バ
ン
と
戦
っ
た
と
き
は
そ
う
だ
っ

た
。 

 

ニ
ク
ソ
ン
は
大
統
領
に
就
任
す
る
と
選
挙
公
約
を
果
た
す
べ
く
、
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六
九
年
二
月
六
日
、
繊
維
製
品
の
輸
入
制
限
を
政
府
の
施
策
と
し
て

表
明
し
た
。
具
体
的
な
輸
入
国
を
名
指
し
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

衆
目
一
致
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
極
東
の
出
来
星
国
だ
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
が
日
本
政
府
に
、
日
本
製
繊
維
製
品
の
対
米

輸
出
自
主
規
制
を
申
入
れ
た
の
は
二
日
後
の
二
月
八
日
で
あ
る
。
日

本
政
府
は
こ
れ
を
単
な
る
要
望
と
受
け
取
り
、
せ
い
ぜ
い
減
価
割
れ

を
承
知
で
シ
ェ
ア
拡
大
を
ね
ら
う
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
の
監
視
強
化
策

を
検
討
す
る
考
え
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
三
か
月
後
、
米
国
商
務
長
官
の
モ
ー
リ
ス
・
ス
タ
ン
ズ

が
来
日
し
、
通
産
相
・
宮
沢
喜
一
と
の
会
談
で
毛
・
合
繊
製
品
に
関

す
る
対
米
輸
出
規
制
協
定
の
締
結
を
正
式
に
要
請
し
た
。
次
い
で
七

月
二
十
九
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
日
米
貿
易
経
済
合
同

委
員
会
で
ア
メ
リ
カ
側
が
公
式
に
議
題
と
し
て
提
出
し
た
。
こ
の
と

き
か
ら
日
米
繊
維
問
題
は
経
済
問
題
で
な
く
政
治
問
題
に
な
っ
た
。 

 

以
後
の
日
米
政
府
間
の
交
渉
が
難
航
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、 

 

―
―
ニ
ク
ソ
ン
は
大
票
田
で
あ
る
南
部
の
繊
維
業
者
か
ら
突
き
上

げ
ら
れ
、
強
硬
姿
勢
を
貫
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

と
い
わ
れ
る
。 

 

―
―
い
や
い
や
、
日
本
で
も
大
屋
晋
三
を
会
長
と
す
る
日
本
繊
維

産
業
連
盟
が
政
府
を
突
き
上
げ
て
い
た
。 

 

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。 

 

両
者
と
も
に
強
硬
な
業
界
団
体
が
バ
ッ
ク
に
控
え
て
い
た
、
と
い

う
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
済
む
話
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
こ
と

は
一
九
六
九
年
七
月
か
ら
七
〇
年
六
月
ま
で
一
年
間
の
日
米
交
渉
に

示
さ
れ
て
い
る
。 

  

一
九
六
九
年 
 

７
月
29
日 

第
七
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会 

 

７
月
30
日 

愛
知
＝
ロ
ジ
ャ
ー
ス
会
談
（
東
京
） 

 

９
月
12
日 

愛
知
＝
ロ
ジ
ャ
ー
ス
会
談
（
ワ
シ
ン
ト
ン
） 

 

９
月
16
日 

第
一
回
日
米
繊
維
協
議
予
備
会
談 

 

９
月
27
日 

日
米
非
関
税
障
害
協
議
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
） 

 

10
月
２
日 

日
米
航
空
交
渉 

 

10
月
６
日 

日
米
残
存
輸
入
制
限
協
議
（
東
京
） 

 

10
月
17
日 

日
米
関
係
閣
僚
協
議
会 

 

11
月
17
日 

第
二
回
日
米
繊
維
協
議
予
備
会
談
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
） 

 

11
月
19
日 

日
米
首
脳
会
談 

 

12
月
19
日 

第
一
回
日
米
繊
維
協
議 

 

一
九
七
〇
年 

 
１
月
２
日 

第
二
回
日
米
繊
維
協
議 

 
１
月
10
日 

第
三
回
日
米
繊
維
協
議 

 
１
月
16
日 

愛
知
＝
マ
イ
ヤ
ー
会
談
（
東
京
） 

 

２
月
13
日 

日
米
沖
縄
協
議
委
員
会 

 

３
月
３
日 
愛
知
＝
マ
イ
ヤ
ー
会
談
（
東
京
） 
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３
月
27
日 

日
米
関
係
閣
僚
協
議
会 

 
６
月
５
日 

愛
知
＝
マ
イ
ヤ
ー
会
談
（
東
京
） 

 
６
月
22
日 

愛
知
外
相
・
宮
沢
通
産
相
＝
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国
務
長 

 
 
 
 
 
 

官
・
ス
タ
ン
ズ
商
務
長
官
会
談
（
ワ
シ
ン
ト
ン
） 

  

予
備
会
談
を
含
め
五
回
の
繊
維
協
議
と
二
回
の
非
関
税
貿
易
協
議

の
合
間
に
、
外
相
・
愛
知
喜
一
に
よ
る
外
交
交
渉
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
七
〇
年
六
月
二
二
日
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
日
米

外
交
・
通
商
閣
僚
会
談
が
行
わ
れ
た
。
種
明
か
し
を
す
る
と
、
繊
維

交
渉
は
沖
縄
返
還
交
渉
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

一
九
七
〇
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
行
わ
れ
た
日
米
外
交
・
通
商
閣

僚
会
議
は
二
十
四
日
に
終
了
し
た
。
終
了
に
当
た
っ
て
共
同
声
明
が

発
表
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 

  

宮
沢
喜
一
通
商
産
業
大
臣
と
モ
ー
リ
ス
・
Ｈ
・
ス
タ
ン
ズ
商
務
長

官
は
、
日
米
両
国
間
の
繊
維
貿
易
問
題
を
討
議
す
る
た
め
こ
の
三
日

間
会
合
し
た
。 

 

す
べ
て
の
角
度
か
ら
こ
の
問
題
を
十
分
検
討
し
た
結
果
、
大
臣
と

長
官
は
日
本
の
米
国
に
対
す
る
繊
維
輸
出
を
自
主
的
に
規
制
す
る
こ

と
に
つ
き
こ
の
時
点
で
交
渉
に
よ
り
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
可
能
で

は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。 

 

両
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
国
の
立
場
を
理
解
し
尊
重
し
、
ま
た
の

機
会
の
討
議
に
よ
り
こ
の
複
雑
な
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

す
る
。 
 

翌
二
十
五
日
、
官
房
長
官
・
保
利
茂
は
次
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し

た
。 

  

昨
年
ス
タ
ン
ズ
長
官
来
日
以
来
一
年
余
に
わ
た
り
討
議
を
続
け
て

き
た
繊
維
問
題
の
解
決
を
こ
れ
以
上
長
び
か
せ
る
こ
と
は
、
日
米
両

国
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
佐
藤
総
理
の
判
断
に
よ
り
、
宮

沢
通
産
大
臣
、
愛
知
外
務
大
臣
を
米
国
に
派
遣
し
交
渉
に
あ
た
ら
し

め
た
が
、
双
方
と
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
背
景
に
国
会
そ
の
他
困
難
な
諸

事
情
が
あ
っ
て
今
回
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
双
方
懸
命
の
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
致
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

甚
だ
残
念
で
あ
る
。
最
終
の
四
者
会
談
で
も
明
ら
か
に
さ
れ 

 

て

い
る
よ
う
に
，
本
問
題
は
他
日
あ
ら
た
め
て
討
議
さ
れ
る
機
会
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
政
府
は
今
後
と
も
問
題
の
解
決
に
最
善

の
努
力
を
傾
け
る
方
針
で
あ
る
。 

 

今
回
の
討
議
を
通
し
て
日
米
双
方
の
主
張
と
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
事
情

が
深
く
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
問
題
妥
結
の
成
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
極
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め
て
有
意
義
で
あ
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
米
安
保
体
制
の
相
互
認
識
、

沖
繩
返
還
準
備
交
渉
、
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
促
進
等
今
後
両
国
の
提

携
協
力
を
友
好
と
親
善
の
精
神
の
上
か
ら
、
一
層
強
力
に
推
進
す
べ

き
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
多
と
し
た
い
。 

 

政
府
は
，
来
月
七
日
来
日
を
予
定
さ
れ
る
国
務
長
官
を
迎
え
、
さ

ら
に
十
分
懇
談
を
重
ね
沖
繩
返
還
問
題
、
日
米
貿
易
問
題
等
い
さ
さ

か
も
国
民
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
最
善
を
期
す
る
考
え
で
あ
る
。 

  

い
か
に
も
冷
静
な
対
応
に
見
え
た
が
、
実
態
で
は
交
渉
決
裂
に
近

か
っ
た
。
だ
が
首
相
・
佐
藤
栄
作
は
繊
維
交
渉
の
早
期
決
着
を
望
ん

で
い
た
。
沖
縄
返
還
の
実
現
を
も
っ
て
引
退
の
花
道
を
飾
る
こ
と
に
、

佐
藤
は
と
ら
わ
れ
、
焦
っ
て
い
た
。 

 

加
え
て
前
の
年
の
十
一
月
に
ニ
ク
ソ
ン
と
会
談
し
た
と
き
、
沖
縄

の
返
還
と
引
替
え
に
日
本
製
繊
維
製
品
の
輸
出
規
制
を
行
う
こ
と
を

約
束
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
何
と
し
て
も
〝
か
た
ち
〞
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

―
―
粘
り
に
粘
っ
た
末
の
妥
結
。 

 

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
が
佐
藤
当
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
一

方
的
に
ア
メ
リ
カ
の
言
い
分
を
通
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
さ
な

け
れ
ば
、
国
内
の
繊
維
業
界
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。 

 

―
―
日
米
関
係
を
友
好
に
維
持
す
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
要

求
の
一
部
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
政
府
は
品
目
別
規

制
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
政
府
は
総
量
規
制
を
要
求

し
て
い
る
。 

 

通
産
省
は
財
界
に
説
明
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
九
か
月
の
ち
の
七
一
年
三
月
、
日
本
繊
維

産
業
連
盟
は
、
突
然
の
よ
う
に
宣
言
を
発
表
し
た
。 

  

日
本
繊
維
産
業
連
盟
は
、
日
本
の
国
内
法
に
基
づ
く
所
要
の
措
置

を
と
り
、
下
記
に
よ
り
，
全
繊
維
製
品
の
対
米
輸
出
を
規
制
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。 

 

連
盟
は
、
本
宣
言
の
発
表
に
当
り
、
日
本
の
対
米
輸
出
繊
維
製
品

が
、
米
国
に
お
い
て
重
大
な
被
害
又
は
、
市
場
攪
乱
を
生
ぜ
し
め
た

と
認
め
る
が
故
に
、
か
か
る
規
制
を
行
な
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

特
に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
連
盟
は
、
日
米
繊
維
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
、
米
国
の
保
護
主
義
を
助
長
し
、
こ
の
た
め
、
各
国

に
お
い
て
連
鎖
反
応
を
惹
起
し
、
そ
の
結
果
、
日
米
両
国
に
と
っ
て

好
ま
し
か
ら
ざ
る
事
態
を
も
た
ら
し
、
か
つ
、
世
界
の
自
由
貿
易
に

重
大
な
る
脅
威
を
及
ぼ
す
も
の
と
判
断
す
る
。
故
に
、
こ
れ
を
未
然

に
防
止
し
、
更
に
政
治
問
題
化
し
た
本
件
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
米
間
の
政
治
並
び
に
経
済
に
お
け
る
友
好
関
係
の
維
持
改
善
を
は

か
る
た
め
、
大
局
的
見
地
に
立
っ
て
、
あ
え
て
本
措
置
を
と
る
も
の
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で
あ
る
。 

 
本
件
に
つ
い
て
は
、
政
府
間
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
交
渉
が
続

け
ら
れ
た
が
、
連
盟
は
、
本
宣
言
に
よ
っ
て
政
府
間
交
渉
を
継
続
す

る
必
要
は
解
消
す
る
も
の
と
信
ず
る
。 

 

云
う
ま
で
も
な
く
、
連
盟
は
、
か
か
る
措
置
が
日
本
の
繊
維
製
品

の
他
の
輸
出
市
場
に
拡
大
さ
れ
、
或
い
は
繊
維
以
外
の
製
品
の
対
米

輸
出
の
前
例
と
な
る
が
如
き
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
信
ず
る
。 

  

圧
力
が
か
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。 

 

大
家
晋
三
は
激
怒
し
た
。 

 

―
―
糸
を
売
っ
て
縄
を
買
う
の
か
。 

 

と
大
家
は
言
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

日
本
繊
維
産
業
連
盟
が
自
主
規
制
を
宣
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

七
一
年
六
月
の
沖
縄
返
還
協
定
締
結
が
確
実
に
な
っ
た
。
だ
が
日
本

製
繊
維
製
品
の
自
主
規
制
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
策
は
な
お
決
ま

ら
な
か
っ
た
。
決
着
の
見
通
し
が
つ
い
た
の
は
七
一
年
の
七
月
で
あ

る
。 

 

田
中
角
栄
。 

 

同
月
五
日
の
第
三
次
佐
藤
内
閣
の
第
一
次
内
閣
改
造
で
通
産
相
に

就
任
し
た
。 

 

田
中
は
大
臣
就
任
の
十
日
後
に
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
特
使

と
会
談
し
、
繊
維
交
渉
の
根
の
深
さ
を
実
感
し
た
。
沖
縄
返
還
と
引

き
換
え
に
日
本
製
繊
維
製
品
の
対
米
輸
出
自
主
規
制
が
あ
る
、
と
い

う
こ
と
は
、
永
田
町
で
は
周
知
の
事
実
だ
っ
た
。
加
え
て
ア
メ
リ
カ

政
府
は
一
ド
ル
＝
三
百
円
へ
の
切
り
上
げ
を
迫
っ
て
い
た
。 

 

だ
が
ケ
ネ
デ
ィ
ー
特
使
と
の
会
談
を
終
え
た
あ
と
、
田
中
は
側
近

に
こ
う
漏
ら
し
た
。 

 

―
―
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
幹
事
長
を
五
期
も
や
っ
て

い
た
の
に
、
オ
レ
は
知
ら
な
過
ぎ
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
。 

 

「
大
変
な
こ
と
」
と
い
う
の
は
、
首
相
・
佐
藤
が
繊
維
製
品
の
対

米
輸
出
規
制
ば
か
り
で
な
く
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
や

軍
用
機
の
購
入
な
ど
い
く
つ
も
の
約
束
を
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。 

 

九
月
九
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
パ
ー
ク
で
第
八
回
日
米

貿
易
経
済
合
同
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
前
日
、
田
中
は
ス
タ
ン

ズ
と
の
個
別
会
談
に
臨
ん
だ
が
、
ス
タ
ン
ズ
は
テ
ー
ブ
ル
を
激
し
く

叩
い
て
ア
メ
リ
カ
の
対
日
貿
易
赤
字
の
解
消
を
迫
っ
た
と
い
う
。 

 
剣
幕
を
も
っ
て
初
対
面
の
相
手
の
出
鼻
を
挫
く
の
は
、
ア
メ
リ
カ

外
交
の
常
套
手
段
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
田
中
は
あ
え
て
沈

黙
し
た
。
本
会
議
の
席
上
、
田
中
は
お
も
む
ろ
に
言
っ
た
。 

 

「
日
本
の
繊
維
業
界
は
農
民
と
同
じ
で
、
団
結
が
固
く
、
妥
協
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
米
国
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
被
害
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が
で
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
被
害
な
き
と
こ
ろ
に
規
制
な
し
だ
」 

 
ア
メ
リ
カ
政
府
代
表
団
は
、 

 
―
―
対
日
貿
易
の
赤
字
が
ア
メ
リ
カ
の
相
対
的
利
益
を
押
し
下
げ

て
い
る
。 

 

と
激
し
く
抗
議
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
田
中
は
こ
う
反
論
し
た
。 

 

「
貿
易
は
多
数
の
国
を
相
手
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
黒
字
の
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
赤
字
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
い
つ
も
二
国
間
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
日
本
は
ア
メ
リ

カ
に
対
し
て
は
黒
字
か
も
知
れ
な
い
が
、
産
油
国
に
対
し
て
は
赤
字

に
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
国
と
の
貿
易
を
仔
細
に
見
れ
ば
マ
イ
ナ
ス

貿
易
も
多
い
。
決
し
て
我
が
国
は
黒
字
利
益
を
貪
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
貿
易
不
均
衡
問
題
は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
か
か
わ
っ
て

い
る
」 

 

エ
リ
ー
ト
官
僚
出
身
の
宮
沢
喜
一
や
大
平
正
芳
、
愛
知
揆
一
は
、

エ
リ
ー
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
こ
ま
で
言
え
な
か
っ
た
。
こ
の
知
ら

せ
を
受
け
た
財
界
は
田
中
に
拍
手
を
送
っ
た
が
、
憤
懣
や
る
か
た
な

か
っ
た
の
は
繊
維
業
界
で
あ
る
。 

 

こ
の
と
き
田
中
が
用
意
し
て
い
た
の
は
、
繊
維
業
界
に
対
す
る
大

型
補
償
だ
っ
た
。 

 

田
中
は
首
相
・
佐
藤
、
蔵
相
・
水
田
三
喜
男
と
面
談
し
て
、
総
額

三
千
億
円
を
要
求
し
た
。 

 

 

―
―
そ
の
金
で
機
械
を
買
い
上
げ
る
。 

 

田
中
は
言
っ
た
。 

 

繊
維
業
界
が
受
け
る
損
失
を
国
が
補
填
す
る
の
で
あ
る
。 

 

―
―
そ
の
線
で
進
め
て
く
れ
。 

 

佐
藤
が
言
っ
た
。 
 

田
中
は
す
ぐ
さ
ま
行
動
し
、
大
蔵
省
の
主
計
局
長
・
相
沢
英
之
、

同
局
次
長
・
大
蔵
真
隆
と
談
判
し
た
。
十
二
月
十
五
日
、
救
済
対
策

費
と
し
て
一
千
二
百
七
十
億
円
が
緊
急
計
上
さ
れ
、
そ
の
旨
が
た
だ

ち
に
大
家
に
伝
え
ら
れ
た
。 

 

大
家
は
沈
黙
し
た
。 

 

翌
七
二
年
三
月
、
日
米
政
府
は
協
定
に
調
印
し
、
か
く
し
て
日
米

繊
維
交
渉
は
決
着
し
た
。 

 

協
定
を
結
ぶ
に
当
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
品

目
に
つ
い
て
自
由
化
を
要
求
し
た
。
そ
の
品
目
と
は
高
粱
、
グ
レ
ー

ン
ソ
ル
ガ
ム
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
化
工
食
肉
、
硫
化
鉄
鉱
、

ソ
ー
ダ
灰
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
五
品
目
だ
っ
た
。 

 

ま
た
近
い
将
来
の
自
由
化
対
象
「
そ
の
他
五
十
品
目
」
の
中
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
自
由
化
と
は

す
な
わ
ち
、
外
資
規
制
の
撤
廃
と
関
税
の
廃
止
で
あ
る
。
こ
の
要
求

は
六
九
年
十
一
月
に
来
日
し
た
ト
レ
イ
ザ
ス
国
務
次
官
補
に
よ
っ
て

ひ
そ
か
に
通
産
省
に
伝
え
ら
れ
、
七
〇
年
に
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
マ

イ
ヤ
ー
が
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
非
公
式
な
打
診
を
行
っ
た
と
さ
れ
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る
。 

 
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
は
い
ち
早
く
そ
の
こ
と
を
知
っ

て
、
業
界
を
挙
げ
て
「
反
対
」
の
大
合
唱
を
展
開
し
、
国
に
よ
る
強

力
な
育
成
策
を
要
求
し
た
が
、
す
で
に
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
を
覆
す
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
六
四
年
春
に
当
時
の
首
相
・
池

田
勇
人
が
通
産
省
の
電
子
工
業
局
長
・
佐
橋
滋
に 

 

―
―
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
入
る
ぞ
。 

 

と
耳
打
ち
し
た
と
き
に
始
ま
っ
て
い
た
。 

 

佐
藤
栄
作
が
通
産
相
・
田
中
角
栄
、
外
務
相
・
福
田
赳
夫
を
呼
ん

で
「
電
算
機
の
資
本
・
輸
入
自
由
化
の
促
進
」
を
指
示
し
た
の
は
七

月
七
日
で
あ
る
。
の
ち
に
「
七
夕
発
言
」
と
称
さ
れ
る
。 
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〜
〜 

 

日
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
合
意 

一
九
八
九
年
に
ま
と
ま
っ
た
日
米
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
合
意
に
続
く
も
の
で
、
外
郭
団
体
を
含
む
日
本
政
府
機
関
・
地

方
公
共
団
体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
達
か
ら
外
資
系
企
業
、
外
国
製
品
の
参
加

を
排
除
し
な
い
こ
と
を
取
り
決
め
た
。 

マ
ク
ガ
バ
ン 

George M
cGovern

／
１
９
２
３
〜
２
０
１
２
。
サ
ウ
ス
ダ

コ
タ
州
選
出
の
上
院
議
員
で
、
七
二
年
大
統
領
選
挙
に
際
し
民
主
党
大
統
領

候
補
指
名
選
挙
で
最
有
力
候
補
だ
っ
た
エ
ド
ム
ン
ド
・
マ
ス
キ
ー
上
院
議
員

に
勝
っ
た
が
、
一
般
選
挙
で
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
に
大
敗
し
た
。
七

五
年
「
栄
養
と
人
間
の
必
要
物
に
関
す
る
委
員
会
」
の
委
員
長
と
な
り
、
三

千
人
以
上
の
医
師
や
科
学
者
の
協
力
を
得
て
五
千
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
「
マ
ク

ガ
バ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
ま
と
め
た
。
五
三
年
の
朝
鮮
半
島
駐
留
ア
メ
リ
カ

軍
兵
士
の
非
戦
闘
死
亡
者
三
百
人
の
死
因
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
七
割
が

動
脈
硬
化
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
原
因
だ
っ
た
こ
と
を
突
き
止
め
、
脂
質
・

糖
質
を
減
ら
し
て
、
野
菜
と
穀
物
の
摂
取
を
心
が
け
、
生
活
習
慣
病
を
回
避

す
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。
こ
の
提
言
が
日
本
食
ブ
ー
ム
を
生
み
出
し
た
。 

ス
タ
ン
ズ 

M
oris Stanz

／
１
９
０
８
〜
１
９
９
８
。六
八
年
ニ
ク
ソ
ン
選

挙
本
部
財
務
委
員
長
と
し
て
選
挙
資
金
調
達
役
を
務
め
、
同
政
権
で
商
務
長

官
と
な
っ
た
。
七
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
同
大
統
領
の
再
選
に
六
億
一
千

万
ド
ル
以
上
の
資
金
を
集
め
た
と
さ
れ
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
に
関

連
し
た
不
正
献
金
問
題
で
起
訴
さ
れ
、
有
罪
を
認
め
た
。
商
務
長
官
時
代
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
閥
系
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
社
を
親

会
社
と
す
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
銀
行
の
副
会
長
で
も
あ
っ

た
。 

日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会 

一
九
六
一
年
一
月
に
締
結
さ
れ
た
日
米
相
互

協
力
お
よ
び
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
、
同
年
六
月
二
十
三
日
に
両
政
府
間

で
合
意
・
署
名
さ
れ
た
。
原
則
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
務
、
財
務
、

内
務
、
農
務
、
商
務
お
よ
び
労
働
の
各
長
官
、
日
本
政
府
の
外
務
、
大
蔵
、

農
林
、
通
産
、
労
働
の
各
大
臣
お
よ
び
経
済
企 

画
庁
長
官
で
構
成
し
、
必

要
に
応
じ
て
随
時
任
命
す
る
閣
僚
級
の
他
の 

政
府
職
員
の
出
席
が
認
め
ら

れ
た
。
議
長
は
開
催
国
の
代
表
が
務
め
た
。 
 

政
府
首
脳
会
議
と
並
行
し
て
全
米
商
業
会
議
所
と
経
済
団
体
連
合
会
、
日

本
商
工
会
議
所
、
日
本
貿
易
会
に
よ
る
日
米
財
界
人
会
議
が
開
か
れ
、
両
国

間
に
存
在
す
る
貿
易
問
題
や
金
融
・
為
替
問
題
に
つ
い
て
実
務
的
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。
開
催
期
間
と
主
催
国
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

第
一
回
：
六
一
年
十
一
月
二
〜
四
日
：
日
本
（
箱
根
） 

 

第
二
回
：
六
二
年
十
二
月
二
〜
四
日
：
米
国
（
ワ
シ
ン
ト
ン
） 

 

第
三
回
：
六
四
年
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日
：
日
本
（
東
京
） 

 

第
四
回
：
六
五
年
七
月
十
二
〜
十
四
日
：
米
国
（
ワ
シ
ン
ト
ン
） 

 

第
五
回
：
六
六
年
七
月
五
〜
七
日
：
日
本
（
京
都
） 

 

第
六
回
：
六
七
年
九
月
十
三
〜
十
五
日
：
米
国
（
ワ
シ
ン
ト
ン
） 

 

第
七
回
：
六
九
年
七
月
二
十
九
〜
三
十
一
日
：
日
本
（
東
京
） 

 

第
八
回
：
七
一
年
九
月
九
〜
十
一
日
：
米
国
（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
パ
ー
ク
）。 

 

第
八
回
会
合
で
日
米
安
全
保
障
条
約
の
自
然
延
長
、沖
縄
返
還
協
定
締
結
、

繊
維
交
渉
の
妥
結
お
よ
び
、
五
十
五
品
目
の
自
由
化
な
ど
に
決
着
が
つ
い
た

こ
と
か
ら
政
府
間
会
合
は
首
脳
会
談
か
ら
実
務
者
協
議
に
移
行
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
七
二
年
か
ら
政
府
間
会
合
は
「
日
米
経
済
諮
問
協
議
会
」
に
、
財
界

人
会
合
は
「
日
米
経
済
協
議
会
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
た
。 

大
屋
晋
三 
お
お
や
・
し
ん
ぞ
う
／
１
９
８
４
〜
１
９
８
０
。
群
馬
県
に
生

ま
れ
前
橋
中
学
校
を
出
て
一
年
間
代
用
教
員
を
務
め
た
の
ち
東
京
高
等
商
業
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（
の
ち
一
橋
大
学
）
に
入
り
一
九
一
八
年
卒
業
、
神
戸
の
鈴
木
商
店
に
入
っ

た
。
海
外
出
張
員
を
務
め
系
列
の
帝
国
人
絹
岩
国
工
場
の
建
設
所
長
と
な
っ

た
。
二
七
年
昭
和
金
融
恐
慌
の
あ
お
り
で
鈴
木
商
店
が
倒
産
す
る
と
第
二
帝

国
人
造
絹
糸
の
取
締
役
、
四
二
年
帝
人
（
旧
・
帝
国
人
絹
）
常
務
、
第
二
次

大
戦
終
戦
の
四
五
年
社
長
に
就
任
し
た
。
四
七
年
社
長
兼
任
の
ま
ま
参
院
議

員
と
な
り
五
〇
年
ま
で
に
商
工
相
、
運
輸
相
を
務
め
た
。 

 

五
六
年
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
に
力
を
入
れ
、
六
〇
年
以
後
は
非
繊
維
部
門

の
拡
大
を
図
っ
て
多
角
化
を
推
進
し
、
化
粧
品
会
社
の
パ
ピ
リ
オ
買
収
、
ヤ

ナ
セ
自
動
車
の
権
利
譲
渡
で
輸
入
高
級
車
の
販
売
に
乗
り
出
し
た
。
七
〇
年

代
に
は
工
場
か
ら
出
る
温
水
を
利
用
し
て
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
も
や
っ
た
が
、
本

業
の
化
学
繊
維
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。 

第
一
回
日
米
繊
維
協
議
予
備
会
談 

日
本
政
府
の
繊
維
問
題
調
査
団
が
ア
メ

リ
カ
繊
維
業
界
の
実
情
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
米
代
表
と
会
談
し
た
。
そ

の
結
果
、
日
本
代
表
団
は
「
日
本
製
繊
維
製
品
が
ア
メ
リ
カ
繊
維
産
業
に
与

え
て
い
る
影
響
は
微
少
で
あ
る
」
と
い
う
感
触
を
持
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
の

ち
の
日
米
経
済
摩
擦
を
こ
じ
ら
せ
る
遠
因
に
な
る
の
だ
が
、
国
際
貿
易
の
観

点
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
政
府
の
要
求
は
ゴ
リ
押
し
に
近
か
っ
た
。 

日
米
首
脳
会
談 

佐
藤
＝
ニ
ク
ソ
ン
会
談
。
こ
の
と
き
日
米
安
全
保
障
条
約

の
自
然
延
長
と
沖
縄
返
還
の
基
本
合
意
が
で
き
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
輸
入
と
資
本
自
由
化
に
つ
い
て
も
、
基
本
合
意
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。 

保
利 

茂 

ほ
り
・
し
げ
る
／
１
９
０
１
〜
１
９
７
９
。
佐
賀
県
に
生
ま
れ

中
央
大
学
を
出
て
報
知
新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
で
政
治
部
記
者
と
な
っ
た
。

一
九
三
四
年
農
相
・
山
崎
達
之
輔
の
秘
書
官
と
な
り
四
四
年
衆
院
議
員
。
戦

後
は
日
本
進
歩
党
に
属
し
た
が
四
九
年
民
主
党
連
立
派
を
結
成
、
五
〇
年
自

由
党
に
入
っ
た
。
同
年
吉
田
茂
内
閣
で
労
相
、
五
一
年
官
房
長
官
、
五
三
年

農
相
、
五
五
年
の
保
守
合
同
で
佐
藤
派
に
属
し
六
八
年
官
房
長
官
、
七
一
年

党
幹
事
長
、田
中
内
閣
で
行
政
管
理
庁
長
官
、七
六
年
衆
院
議
長
と
な
っ
た
。

七
一
年
東
京
都
知
事
の
美
濃
部
亮
吉
が
中
国
を
訪
問
す
る
に
際
し
て
「
保
利

書
簡
」
を
託
し
、
中
国
政
府
と
の
パ
イ
プ
作
り
に
努
め
た
。 

田
中
角
栄
の
通
産
相
就
任 

田
中
が
首
相
・
佐
藤
か
ら
「
君
が
何
と
か
片
付

け
て
く
れ
」
と
通
産
大
臣
を
内
示
さ
れ
た
と
き
、
田
中
派
幹
部
の
二
階
堂
進

は
「
泥
を
か
ぶ
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
田
中
は
「
佐
藤
政
権

の
最
後
の
責
任
は
俺
が
全
部
と
る
。
敢
え
て
火
中
の
ク
リ
を
拾
う
」
と
い
っ

て
大
臣
を
拝
命
し
た
。 

日
米
繊
維
協
定 

協
定
で
は
、
①
期
間
は
３
年
間
と
し
３
年
目
に
そ
の
延
長

を
協
議
す
る
②
年
間
の
規
制
枠
は
基
本
的
に
は
総
枠
と
し
毛
・
化
学
繊
維
の

二
品
目
は
品
目
規
制
を
行
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
以
後
に
発
生
し
た

日
米
貿
易
交
渉
で
は
日
本
の
対
米
輸
出
自
主
規
制
が
常
套
化
し
、
鉄
鋼
、
自

動
車
、
半
導
体
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
日
本
側
の
自
主
規
制
で
も
自
国
経
済

の
好
転
が
図
れ
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
日
本
の
非

関
税
障
壁
を
問
題
に
す
る
よ
う
に
な
る
。 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
自
由
化 

一
九
六
九
年
度
版
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
」
で

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
自
由
化
は
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
そ
れ
は
「
自
由
化
の
前
に
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
の
基
盤
を
確
立
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
調
だ
っ
た
。 
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